
10　いじめについて（令和３年度分）

11　特別支援教育について（令和３年度分）

12　食物アレルギーに対する対応について（令和３年度分）

校種・配置状況別養護教諭が「いじめ（疑い
を含む）」の事例に関わった割合は、全校種で
「複数配置」に比べ、「一人配置」が高い。

校種別養護教諭が「いじめ（疑いを含む）」
の事例に関わったきっかけの割合で最も高いの
は、全校種で「本人の訴え」である。次いで、
高等学校定時制他を除く全校種で「来室時の問
診」、高等学校定時制他で「頻回来室」が続く。

特別な支援を必要とした子供の割合は全校種で７割
以上である。最も高いのは小学校、次いで中学校と校
種が上がるごとに割合は低くなる。

全校種で「複数配置」に比べ「一人配置」の方が関
わった割合が高く、小学校・高等学校定時制他の割合
が高い。

食物アレルギーのある子供に関わった割合で最
も高いのは小学校で、次いで中学校、特別支援学
校と続く。子供の成長と共に割合は低くなる。

食物アレルギーのある子供に関わった内容の推
移を前回調査結果と比べると、すべての項目で高
くなっている。
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図99 校種・配置状況別

「いじめ」事例に 関わった状況

あった なかった
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図105 校種別特別な支援を必要とした子供の状況

いた いなかった
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図110 校種・配置状況別特別な支援を必要とした

子供に養護教諭が関わった状況

あった なかった
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図115 校種別食物アレルギーのある子供に

関わった状況

あった なかった
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アレルギーの把握・管理・共通理解（保健

調査・学校生活管理指導表等）

アドレナリン自己注射薬や内服薬等の管理

アレルギーに関する研修会の企画・運営

校内(園内)体制（緊急時の体制）

づくり、整備、周知等に関与

保護者との面談

学校医等、主治医、関係機関(医療機関、

給食センター、消防署等)との連携

他の子供や保護者への対応

学校(園)給食・宿泊行事に伴う

食事管理

その他

図120 食物アレルギーのある子供に関わった

内容の状況の推移(全体)
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